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※３月定例会への請願・陳情の締め切りは

　 2月20日（木）までです。

※日程は変更となる場合があります。 正式

　　な日程は決まり次第、 ホームページで

  お知らせいたします。 

3 月の定例会スケジュール

　

高
梁
市
立
高
梁
東
中
学
校
は
、
平
成

８
年
４
月
に
津
川
中
学
校
と
巨
瀬
中
学

校
が
統
合
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
生
徒
数
は
40
名
と
決
し
て
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
人
数
学
級
な

ら
で
は
の
き
め
細
か
い
教
育
が
行
わ

れ
、
部
活
動
や
行
事
は
生
徒
と
教
職
員

が
工
夫
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
創
立
当
初
か
ら
「
あ
い
さ
つ
の

東
中
」「
人
権
の
東
中
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
東
中
」
を
合
言
葉
に
生
徒
会
活
動
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
の
人
と
生

高
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３
年
生
の
皆
さ
ん

　

昨
年
９
月
高
梁
市
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
、
市
民
の
皆
様
に
よ

り
新
し
い
議
員
が
決
ま
り
、
議
会

だ
よ
り
を
編
集
す
る
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
も
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆
様

の
ご
要
望
や
ご
意
見
な
ど
市
民
生

活
に
関
わ
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て

質
問
す
る
一
般
質
問
の
記
述
も
あ

り
ま
す
の
で
、
関
心
を
持
っ
て
お

読
み
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
ご
意

見
、
ご
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
本

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
新
高
梁
人

名
録
も
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
高
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

新
人
議
員
と
し
て
、
大
変
な
作

業
で
は
あ
り
ま
す
が
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

(
藤
岡　

善
行
)

徒
が
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
た
り
、

地
域
行
事
に
生

徒
が
参
加
す
る

な
ど
、
地
域
に
根

付
い
た
取
り
組

み
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　 高梁市議会 YouTube

　 公式チャンネル

◀アクセスはこちらから

政治家の寄付は禁止！

有権者が求めることも

禁止されています！

公職選挙法により、市議会議員が選

挙区内でお中元やお歳暮、ご祝儀を

出すことは禁止されています。市民

から求めることも禁止です。

宮本　隆氏

みやもと　　 たかし

(1917 年～ 2014 年 )

編　　　集

　

「
ぼ
く
の
心
の
中
に
は
い
つ
も
故
郷
の
友

と
山
と
川
が
あ
り
ま
し
た
。
」と
、
宮
本
隆
先

生
は
よ
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
幼
少
時

か
ら
木
彫
り
が
得
意
で
、
布
瀬
小
学
校
在
学

中
か
ら
「木
彫
り
の
天
才
少
年
」と
、
隆
の
名

は
近
隣
に
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

 

高
等
小
学
校
卒
業
後
、
児
島
虎
次
郎
氏
の

甥
で
彫
刻
家
の
児
島
矩
一
氏
に
師
事
し
、
そ

の
後
東
京
美
術
学
校
に
進
学
し
ま
す
。
東
京

美
術
学
校
で
は
木
彫
を
専
攻
し
、
郷
土
出
身

の
平
櫛
田
中
先
生
な
ど
そ
う
そ
う
た
る
教

授
陣
に
学
び
ま
し
た
。
当
時
の
平
櫛
先
生

は
、
６
代
目
尾
上
菊
五
郎
を
題
材
に
し
た

「
鏡
獅
子
」
の
制
作
途
中
で
し
た
。
隆
は
、
平

櫛
先
生
の
ア
ト
リ
エ
の
訪
問
で
、
大
彫
刻
家

議
会
広
報
公
聴
特
別
委
員
会
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員 　

川
上　

雅
美

　
　

委　
　
　

員 　

長
田　

伸
彦

の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
美
術
学
校
を
卒
業
後
、

郷
里
の
布
瀬
に
帰
り
、
新
制
富

家
中
学
校
の
美
術
教
師
と
し
て

赴
任
し
、
中
学
生
に
美
術
の
楽

し
さ
を
熱
心
に
教
え
、
慕
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岡
山
大
学
教
育
学

部
特
設
美
術
科
に
招
か
れ
、
後

進
の
指
導
に
当
た
り
、
１
９
６
５

(
昭
和
40
)
年
に
は
、
12
年
間
勤

務
し
た
岡
山
大
学
を
退
職
し
、

彫
刻
家
に
専
念
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
恩
師
の
平
櫛
先
生
と

の
約
束
で
あ
っ
た
「
岡
山
彫
刻

会
」
を
設
立
し
た
の
が
48
歳
の
時

で
し
た
。

　

隆
は
、
96
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
、
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
像
」
(
旧
平

川
小
学
校
)
を
は
じ
め
、
「
泳
ぎ

の
後
」
(
富
家
小
学
校
)
、
「
母
の

像
」
(
東
京
・
靖
国
神
社
)
、
「
日
蓮

上
人
説
法
像
」
(
岡
山
高
松
・
最

上
稲
荷
)な
ど
２
千
点
以
上
の
作

品
を
制
作
し
ま
し
た
。
写
真
の

「
山
田
方
谷
像
」
(
高
梁
市
郷
土

資
料
館
)
は
、
１
９
７
７
(
昭
和

52
)年
に
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

く　

い
ち

「母の像」

「山田方谷像」




